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6
割
の
輸
出
比
率

　

バ
ー
ト
・
ヒ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
果
樹
園
の

所
有
並
び
に
受
託
経
営
事
業
を
営
む
「
A

＆
P
グ
ロ
ー
ワ
ー
ズ
」
と
い
う
会
社
の
創

業
者
で
、
84
歳
に
な
っ
た
現
在
も
経
営
の

先
頭
に
立
っ
て
い
る
。「
A
」
は
ア
ー
モ

ン
ド
、「
P
」
は
ピ
ス
タ
チ
オ
を
指
し
、

も
と
も
と
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
こ
の

2
種
類
の
ナ
ッ
ツ
の
栽
培
を
し
て
い
た
が
、

現
在
の
主
力
は
ピ
ス
タ
チ
オ
で
、
そ
れ
に

ピ
ー
カ
ン
が
加
わ
り
、
農
地
は
ア
リ
ゾ
ナ

州
で
拡
大
を
続
け
て
い
る
。

　

バ
ー
ト
は
、
こ
の
事
業
を
「
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
勝
者
」
だ
と
言
う
。
こ

れ
ら
の
ナ
ッ
ツ
栽
培
は
、
ま
ず
も
っ
て
米

国
で
、
面
積
あ
た
り
収
益
が
最
も
高
い
農

業
だ
。
昨
年
、
彼
が
所
有
ま
た
は
経
営
す

る
農
場
は
好
調
で
、
ピ
ス
タ
チ
オ
は
1
エーカー

（
1
2
2
4
坪
）
あ
た
り
、
約
4
0
0
0

ポンド
の
収
穫
を
も
た
ら
し
、
中
国
の
需
要
が

強
い
こ
と
か
ら
1
ポンド
あ
た
り
3
・
5
㌦
で

売
れ
た
の
で
、
収
益
は
約
1
万
4
0
0
0

㌦
。
生
産
コ
ス
ト
は
1
エーカー
あ
た
り
年
間
約

2
0
0
0
㌦
な
の
で
、
経
費
を
差
し
引
い

た
後
の
利
益
は
1
万
2
0
0
0
㌦
に
な
っ

勝
者
の
農
業

米
国
、果
樹
園
経
営
か
ら
の
報
告

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
投
資
銀
行
家

神
谷
秀
樹

「投資」を考える② 連 載

　
日
本
の
耕
作
地
の
総
面
積
は
約
4
5
4
万
㌶
だ
そ
う
だ
が
、
そ
の
多
く
の
部
分
が
低
稼
働
ま
た
は
不
採
算
で
、
政
府
の

保
護
な
く
し
て
は
維
持
不
可
能
だ
。
こ
れ
ら
の
農
地
所
有
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
減
反
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
政
府
補
助
金
が

支
払
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
金
額
は
農
家
へ
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
だ
け
で
2
0
1
2
年
度
は
7
0
0
0
億
円
を
超
え
た
。

こ
う
し
た
補
助
金
制
度
も
将
来
的
に
は
維
持
不
可
能
と
な
ろ
う
。

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
必
然
的
に
「
勝
者
」
と
「
敗
者
」
を
生
む
。
日
本
の
農
業
の
中
で
も
稲
作
の
ほ
と
ん
ど
は
こ

の
「
敗
者
」
に
入
り
、
こ
の
敗
者
を
守
る
た
め
の
関
税
が
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
T
P
P
）
交
渉
を
暗
礁
に
乗
り
上
げ

さ
せ
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
保
護
さ
れ
て
い
る
農
村
も
魅
力
的
な
職
に
欠
け
、
高
齢
化
・
過

疎
化
が
進
み
、
地
域
経
済
は
脆
弱
だ
。
今
後
、
日
本
の
6
割
の
地
方
で
人
口
が
半
減
し
、
税
収
減
に
よ
り
現
在
の
市
町
村

制
度
は
維
持
不
可
能
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
の
根
本
的
対
策
は
、
不
採
算
農
業
を
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
勝
者
」
に
切
り
替
え
る
こ
と
だ
が
、
そ

れ
に
は
稲
作
に
代
わ
る
「
勝
て
る
農
業
」
が
必
要
だ
。
本
稿
で
は
、
化
繊
と
い
う
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
負
け
衰
退
し

た
米
国
の
綿
花
生
産
地
域
が
、
高
収
益
の
ナ
ッ
ツ
産
業
へ
の
切
り
替
え
に
よ
り
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
勝
者
」
と

な
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
日
本
の
農
地
復
興
政
策
立
案
の
参
考
に
供
し
た
い
。

み
た
に・ひ
で
き　
早
大
政
経
卒
。75

年
住
友
銀
行
入
行
。84
年
ゴ
ー
ル
ド

マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
に
転
職
し
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
移
住
。92
年
日
本
人
と
し

て
初
め
て
米
証
券
取
引
委
員
会
に
登

録
し
た
投
資
銀
行「
ミ
タ
ニ
＆
カ
ン

パ
ニ
ー
・
イ
ン
ク
」（
現
在
の
ロ
バ
ー

ツ
・
ミ
タ
ニ
・
L
L
C
）を
創
業
。著
作

に「
人
間
復
興
な
く
し
て
経
済
復
興

な
し
!
」（
亜
紀
書
房
）、「
強
欲
資
本

主
義 

ウ
オ
ー
ル
街
の
自
爆
」（
文
春

新
書
）な
ど
。
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た
。
年
間
こ
の
よ
う
な
収
益
を
上
げ
る
土

地
の
開
発
コ
ス
ト
は
、
土
地
代
や
土
地
改

良
、
灌か

ん

漑が
い

設
備
、
そ
の
他
諸も

ろ

々も
ろ

入
れ
て
約

1
万
7
5
0
0
㌦
な
の
で
、
樹
木
が
左
の

写
真
の
よ
う
に
成
木
に
育
て
ば
数
年
で
投

下
資
本
を
回
収
し
、
そ
の
後
は
大
き
な
利

益
を
産
み
続
け
る
事
業
と
な
る
。
バ
ー
ト

が
現
在
所
有
ま
た
は
経
営
受
託
し
て
い
る

果
樹
園
の
総
面
積
は
、
開
発
中
の
も
の
を

含
め
る
と
1
万
エーカー
を
優
に
超
え
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
比
較
的
小
規
模
な

果
樹
園
経
営
者
で
も
1
0
0
エーカー
く
ら
い
は

生
産
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
小
規
模
農

家
で
も
年
収
は
1
2
0
万
㌦
（
1
億

2
0
0
0
万
円
）
に
な
る
。
こ
れ
は
農
家

と
し
て
は
非
常
に
良
い
収
入
だ
。

　

バ
ー
ト
が「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
理
由
は
、
ピ
ス

タ
チ
オ
業
界
全
体
の
輸
出
比
率
が
約
6
割

に
上
る
か
ら
だ
。
消
費
国
は
米
国
が
4
割
、

中
国
・
香
港
3
割
、
欧
州
2
割
、
そ
の
他

が
1
割
だ
。
バ
ー
ト
の
果
樹
園
の
場
合
、

8
割
以
上
を
輸
出
し
て
い
る
。
言
い
換
え

る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
中
国
な

ど
で
中
産
階
級
が
増
加
し
、
そ
こ
に
生

ま
れ
た
新
た
な
消
費
者
層
に
販
路
を
開

拓
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
事
業
の
成
功

が
も
た
ら
さ
れ
た
。
内
需
だ
け
で
は
、

こ
こ
ま
で
は
伸
び
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
ー
モ
ン
ド
が
先
駆
的
な
役
割
を
果
た

し
、
ピ
ス
タ
チ
オ
が
追
随
し
、
更
に
ピ

ー
カ
ン
が
そ
の
流
れ
を
追
う
と
い
う
姿

だ
。

　

2
0
1
4
年
5
月
、
筆
者
は
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ

ン
・
ピ
ス
タ
チ
オ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
」

と
い
う
業
界
団
体
の
年
次
総
会
に
参
加

し
た
。
こ
の
総
会
に
参
加
し
た
の
は
初

め
て
だ
っ
た
が
、
ご
夫
婦
揃
っ
て
来
て

お
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、
前
年
の
高
収
入

で
幸
せ
そ
う
で
、「
米
国
で
一
番
豊
か

な
農
民
の
集
ま
り
」
は
他
で
は
見
ら
れ
な

い
光
景
だ
っ
た
。

技
術
革
新
に
敗
退
し
た
綿
花

　

バ
ー
ト
は
1
9
8
4
年
か
ら
2
0
0
5

年
ま
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
ア
ー
モ

ン
ド
と
ピ
ス
タ
チ
オ
の
果
樹
園
開
発
を
進

め
て
き
た
が
、
09
年
以
降
は
ピ
ス
タ
チ
オ

と
ピ
ー
カ
ン
の
果
樹
園
を
ア
リ
ゾ
ナ
州
で

開
発
す
る
こ
と
に
す
っ
か
り
切
り
替
え
た
。

理
由
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
恒
常
的

に
水
不
足
と
な
り
、
果
樹
園
開
発
に
必
要

な
水
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
こ

の
水
不
足
問
題
に
直
面
し
た
バ
ー
ト
た
ち

は
、
ナ
ッ
ツ
栽
培
に
合
う
新
た
な
土
地
を

探
し
求
め
、
適
合
地
を
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
南

東
部
に
見
つ
け
た
。
こ
の
地
域
の
ほ
と
ん

ど
は
砂
漠
だ
。
河
も
湖
も
な
い
。
し
か
し
、

豊
富
な
地
下
水
脈
が
あ
り
、
気
温
も
向
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
だ
。

　

歴
史
を
遡

さ
か
の
ぼ

る
と
、
こ
の
地
域
は
か
つ

て
綿
花
を
栽
培
し
、
広
大
な
綿
花
畑
が
広

が
っ
て
い
た
。
し
か
し
化
学
繊
維
が
誕
生

す
る
と
、
綿
花
は
急
速
に
競
争
力
を
失
う
。

政
府
の
保
護
な
ど
与
え
ら
れ
ず
、
誰
も
綿

花
農
園
を
維
持
で
き
な
く
な
り
、
地
域
は

廃
れ
、
街
は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
た
。

ほ
ん
の
一
部
の
家
族
が
ピ
ス
タ
チ
オ
と
ピ

ー
カ
ン
を
栽
培
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
ブ

ド
ウ
も
育
て
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
で
き
た
が
、

こ
の
地
域
（
ブ
ー
イ
ー
、
サ
ン
・
シ
モ
ン

地
域
）
で
こ
う
し
た
農
地
転
用
に
成
功
し

た
の
は
わ
ず
か
4
家
族
だ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
綿
花
生
産
者
は
、「
技
術
革
新
」
に

完
璧
に
敗
退
し
た
の
だ
っ
た
。

　

綿
花
が
栽
培
さ
れ
な
く
な
る
と
、
土
地

は
砂
漠
化
し
た
。
一
部
で
は
、
コ
ン
パ
ス

の
よ
う
に
回
る
散
水
機
で
水
を
与
え
、
栄

養
価
の
高
い
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
を
育
て
、

そ
の
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
を
飼
料
に
し
て
牧

畜
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

は
1
年
の
う
ち
約
半
分
の
間
栽
培
さ
れ
、

こ
の
間
に
6
毛
作
で
6
回
収
穫
が
あ
る
が
、

そ
の
収
益
性
は
ナ
ッ
ツ
の
1
割
未
満
と
極

め
て
低
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
を

育
て
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
ア
リ
ゾ
ナ

州
全
体
で
見
れ
ば
、
都
市
や
住
宅
地
を
含

め
て
私
有
地
は
17
％
に
と
ど
ま
り
、
残
り

は
州
お
よ
び
連
邦
政
府
の
所
有
地
並
び
に

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
居
留
地
だ
。
農
家
は
州
か

ら
借
地
し
て
農
業
を
営
め
る
が
、
移
動
で

き
な
い
樹
木
を
借
地
に
植
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ま
た
、
植
樹
し
て
か
ら
実
が
な

る
よ
う
に
な
る
ま
で
5
年
、
さ
ら
に
年
間

収
益
が
黒
字
に
な
る
ま
で
の
2
年
を
合
わ

せ
た
計
7
年
間
を
無
収
入
で
待
つ
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
の
農
家
に
と
っ
て
財
政
的
に
無

バート・ヒューラーとピスタチオの樹木（筆者撮影）
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理
だ
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
農
家
は
、
ナ
ッ

ツ
の
方
が
高
収
益
で
あ
る
と
知
っ
て
い
な

が
ら
も
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
を
育
て
た
り
、

牧
畜
を
継
続
し
て
い
る
。

　

砂
漠
を
大
規
模
果
樹
園
に
転
換
し
た
の

は
、
こ
こ
5
年
間
に
バ
ー
ト
た
ち
が
起
こ

し
た
「
大
革
命
」
だ
。
こ
こ
に
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
敗
退
し
た
日
本
の
不

採
算
農
業
に
「
大
革
命
」
を
起
こ
す
ヒ
ン

ト
が
あ
る
。

近
代
農
業
の
粋
を
結
集

　

米
国
の
ナ
ッ
ツ
産
業
は
、
最
先
端
バ
イ

オ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
新
種
の
開
発
か
ら
国
際

的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
至
る
ま
で
、

世
界
最
先
端
を
行
く
と
同
時
に
、
資
本
政

策
は
む
し
ろ
保
守
的
な
投
資
組
合
（
相
互

会
社
）
的
な
も
の
を
意
図
的
に
維
持
し
て

い
る
。
そ
の
双
方
の
特
徴
か
ら
、
筆
者
は

こ
の
経
営
形
態
は
今
後
の
近
代
農
業
の
模

範
と
な
る
も
の
と
捉
え
、
日
本
に
も
移
植

可
能
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
土
地
の
選
定
だ
が
、
河
や
湖
は
な

い
の
で
、
地
下
水
脈
が
あ
る
場
所
を
選
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

は
航
空
写
真
、
歴
史
、
測
量
実
績
を
調

べ
れ
ば
可
能
だ
。
井
戸
の
試
掘
は
重
要

で
、
そ
の
結
果
で
土
地
を
購
入
す
る
。

「
砂
漠
ほ
ど
安
い
土
地
は
無
い
」
一
方
、

バ
ー
ト
に
は
「
土
地
」
を
買
う
と
い
う

よ
り
「
水
」
を
買
う
と
い
う
意
識
の
方

が
強
い
。

　

次
に
砂
漠
の
開
墾
だ
が
、
約
5
0
0

エーカー
（
60
万
坪
）
を
1
年
ご
と
に
開
墾
し
、

そ
の
7
割
程
度
に
植
樹
す
る
。
残
り
は
、

機
材
の
搬
入
・
搬
出
の
た
め
の
道
路
、

井
戸
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
砂
漠
に
は
潅か

ん

木ぼ
く

や
サ
ボ
テ
ン
が
点
在
す
る
が
、
こ
の

よ
う
な
荒
地
も
コ
マ
ツ
の
「
D
10
」
と

い
う
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
で
開
墾
・
整
地

し
、
数
カ
月
で
植
林
可
能
な
土
地
に
転

換
で
き
る
。

　

次
に
採
用
す
る
種
だ
が
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
面
で
み
る
と
、
ピ
ス
タ
チ
オ
で
使
っ
て

い
る
種
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
開

発
さ
れ
た
新
種
だ
。
新
種
の
大
量
生
産
は

ク
ロ
ー
ン
（
組
織
培
養
）
で
行
い
、
全
く

均
一
な
も
の
が
短
期
間
で
大
量
に
用
意
で

き
る
。
ピ
ー
カ
ン
に
関
し
て
は
、
現
在
ニ

ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
立
大
学
に
新
種
開
発
を

委
嘱
中
だ
。
ま
た
、「
土
に
植
え
る
種
」（
こ

れ
は
カ
ビ
に
強
く
、
根
を
強
く
張
る
）
と

「
実
を
成
す
種
」
を
分
け
、「
継
ぎ
芽
」
と

い
う
手
法
で
、
双
方
の
強
み
を
活
か
せ
る

樹
木
を
育
て
る
。
成
長
し
た
樹
木
を
み
る

と
、
根
を
張
る
下
の
部
分
と
実
を
成
す
上

の
部
分
は
、
は
っ
き
り
見
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

植
樹
の
際
、
そ
の
間
隔
は
、
樹
木
成
長

後
の
日
照
、
受
粉
効
率
を
最
大
化
す
る
雄

花
・
雌
花
の
樹
木
の
配
分
、
農
薬
散
布
、

剪せ
ん

定て
い

、
収
穫
作
業
に
使
用
す
る
機
材
搬
入

に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
確
保
な
ど
を
考
慮
し

て
行
わ
れ
る
。

　

灌
漑
は
樹
木
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
散

水
位
置
や
量
を
調
整
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
根
が
広
く
張
る
よ
う
に
図
ら
れ

る
。
ま
た
、
散
水
に
加
え
て
、
肥
料
散
布

用
な
ど
合
計
2
〜
3
本
の
ホ
ー
ス
を
設

定
す
る
。
開
発
当
初
は
、
移
動
可
能
な
太

い
ホ
ー
ス
で
酸
性
度
の
調
整
な
ど
を
行
い
、

土
壌
を
改
良
す
る
。

　

年
間
作
業
日
程
は
、
毎
年
の
記
録
を
参

考
に
し
て
詳
細
に
立
て
ら
れ
る
。
特
に
大

事
な
の
が
収
穫
で
あ
り
、
極
め
て
短
期
間

の
う
ち
に
全
果
樹
園
で
完
了
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
現
場
総
指
揮
官
の
マ
ー
ク
・

ク
ッ
ク
は
、「
3
日
の
遅
れ
が
1
年
の
努

力
を
無
駄
に
す
る
」
と
言
い
、
広
大
な
面

積
で
も
一
挙
に
収
穫
作
業
を
完
了
で
き
る

よ
う
計
画
し
、
人
員
の
訓
練
・
確
保
、
機

械
や
処
理
工
場
の
稼
動
能
力
の
準
備
な
ど

怠
り
な
い
。

　

処
理
工
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
有
者
の
構

成
が
異
な
る
複
数
の
農
園（
経
営
委
託
者
）

を
構
成
員
と
す
る
組
合
で
、
共
有
施
設
と

な
っ
て
い
る
。
収
穫
量
ベ
ー
ス
で
コ
ス
ト

が
割
り
振
ら
れ
る
「
コ
ス
ト
・
セ
ク
タ
ー
」

と
し
て
運
営
さ
れ
、
処
理
工
場
が
利
益
を

中
抜
き
す
る
よ
う
な
「
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・

セ
ン
タ
ー
」
に
は
し
て
い
な
い
。

　

輸
出
販
売
会
社
も
同
形
式
で
、
収
穫
物

は
一
つ
の
会
社
（「
メ
リ
デ
ィ
エ
ン
」、
業

界
3
位
の
大
手
）
を
通
し
て
内
外
に
販
売

さ
れ
る
。
販
売
会
社
は
大
手
が
7
社
で
、

そ
の
う
ち
の
ト
ッ
プ
企
業
は
極
め
て
大
き

く
、
価
格
支
配
力
を
持
っ
て
い
る
。
販
売

は
全
て
直
販
で
、
多
数
の
生
産
者
と
多
数

の
需
要
家
が
存
在
す
る
コ
ー
ヒ
ー
や
ト
ウ

植林後２年目の果樹園（筆者撮影）
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モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
「
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
」

と
は
根
本
的
に
異
な
り
、
シ
カ
ゴ
で
の
先

物
取
引
な
ど
は
な
い
。「
生
産
者
と
需
要

家
の
直
接
取
引
」
に
よ
り
、
生
産
者
側
は

投
機
家
の
参
入
を
完
璧
に
排
除
し
て
い
る
。

　

世
界
中
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
は
、

業
界
団
体
（
ピ
ス
タ
チ
オ
の
場
合
、
約
半

分
の
生
産
者
が
参
加
し
て
い
る
「
ア
メ
リ

カ
ン
・
ピ
ス
タ
チ
オ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
」）

が
国
内
外
で
常
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
仕
掛

け
、
需
要
創
造
に
努
め
て
い
る
。
ピ
ス
タ

チ
オ
の
「
ス
ポ
ー
ク
ス
・
パ
ー
ソ
ン
」
は
、

ミ
ス
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ス
ノ
ー
・
ボ

ー
ダ
ー
の
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
選

手
、
自
転
車
競
技
の
マ
ー
ク
・
カ
ヴ
ェ
ン

デ
ィ
ッ
シ
ュ
選
手
な
ど
で
、「
パ
ワ
ー
・

オ
ブ
・
ピ
ス
タ
チ
オ
」
と
い
う
標
語
と
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
通
じ
て
、
特
に
そ
の
栄
養

価
（
循
環
器
病
や
が
ん
の
予
防
に
効
果
）

を
消
費
者
に
訴
え
る
P
R
活
動
を
推
進
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
年

間
8
0
0
万
㌦
使
う
が
、
P
R
を
す
る
国

と
し
な
い
国
で
は
、
如
実
に
販
売
額
の
差

が
生
じ
て
い
る
の
で
、「
費
用
対
成
果
」

は
明
確
に
計
測
で
き
て
い
る
。

経
営
形
態
と
投
資
家

　

こ
の
よ
う
に
、
科
学
・
果
樹
園
運
営
面

で
は
先
端
知
識
を
集
約
し
て
い
る
が
、
経

営
形
態
を
決
め
る
哲
学
は
、「
公
開
株
式

会
社
」
の
よ
う
な
近
代
資
本
主
義
を
拒
絶

し
、
一
見
古
い
「
相
互
会
社
」、
も
し
く

は
「
農
業
協
同
組
合
」
に
近
い
も
の
だ
。

筆
者
は
そ
こ
に
む
し
ろ
恒
久
的
な
「
投
資

の
本
質
」
と
、
そ
れ
を
反
映
し
た
温
故
知

新
的
な
資
本
主
義
の
未
来
像
の
勃
興
を
感

じ
る
。
従
っ
て
、
筆
者
は
日
本
の
農
協
を

中
心
と
す
る
農
業
を
非
近
代
的
と
、
短
絡

的
に
否
定
は
せ
ず
、
そ
の
基
盤
を
壊
さ
ず

に
改
革
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
想
像
す
る
。
以
下
、
米
国
に
観み

る
経

営
形
態
の
本
質
を
も
う
少
し
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
土
地
の
所
有
だ
が
、
こ
れ
は
合
同

会
社
（
L
L
C
）
で
行
う
。
数
百
単
位
の

特
定
少
数
の
投
資
家
を
果
樹
園
単
位
で
募

集
す
る
が
、
基
本
的
に
持
分
に
は
流
動
性

が
な
く
、
長
期
保
有
が
原
則
で
、
二
世
代
、

三
世
代
と
継
承
し
て
行
く
こ
と
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。
投
資
家
の
ほ
と
ん
ど
は
個

人
富
裕
層
で
、
相
続
を
考
慮
し
た
夫
婦
、

親
子
共
同
名
義
も
多
い
。

　

そ
も
そ
も
バ
ー
ト
が
果
樹
園
投
資
を
始

め
た
理
由
だ
が
、
彼
は
も
と
も
と
歯
医
者

だ
っ
た
。
彼
は
病
気
な
ど
に
よ
り
あ
る
日

突
然
収
入
が
断
た
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
長

期
疾
病
保
険
（
所
得
保
障
）
の
代
替
と
し

て
果
樹
園
投
資
を
始
め
た
。
す
る
と
収
益

が
本
業
を
上
回
り
始
め
、
彼
は
同
じ
懸
念

を
持
つ
歯
科
医
師
仲
間
を
集
め
、
共
同
で

果
樹
園
を
開
発
し
、
経
営
を
受
託
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
金
融
関
係
者
な

ど
洗
練
し
た
投
資
家
が
、
株
・
債
券
な
ど

の
資
本
市
場
に
連
動
し
な
い
資
産
形
成
の

た
め
に
参
加
し
始
め
、
今
で
は
プ
ロ
・
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
引
退
後
の
所
得
保
証
目
的

の
投
資
も
勧
誘
さ
れ
て
い
る
。
投
資
家
間

の
交
流
も
盛
ん
で
、
ど
の
家
族
も
が
代
々

継
承
し
て
行
く
よ
う
図
る
た
め
、
第
二
世

代
間
の
交
流
も
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
に
は
木
が
育
つ
ま
で
は
自
己
所
有
す
る

が
、
木
が
育
ち
、
配
当
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
に
は
、
持
分
を
そ
の
ま
ま
奨
学

金
な
ど
に
寄
付
し
、
相
手
先
が
毎
年
配
当

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
方

も
い
る
。

　

木
が
育
ち
配
当
を
出
す
ま
で
7
年
待
つ

必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
予
想
配
当
利

回
り
は
委
託
手
数
料
支
払
い
後
で
1
〜

4
割
程
度
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
よ
り
も
高
く
、
か
つ
安
定
し
て

い
る
。
永
遠
に
配
当
す
る
の
で
「
投
資
の

出
口
」
を
考
え
る
必
要
が
な
い
し
、
売
却

し
て
他
に
資
金
を
移
す
メ
リ
ッ
ト
も
乏
し

い
。
灌
漑
施
設
な
ど
の
減
価
償
却
を
大
き

く
取
れ
る
こ
と
も
富
裕
層
に
は
魅
力
だ
。

投
資
家
は
い
わ
ば
、
生
命
保
険
、
長
期
疾

病
保
険
、
年
金
運
用
の
代
替
と
し
て
投
資

す
る
の
で
、
果
樹
園
保
有
会
社
は
、
そ
の

性
格
的
に
は
生
命
保
険
相
互
会
社
に
近
い
。

な
お
、
継
承
者
の
無
い
既
存
農
園
は
公
務

員
年
金
な
ど
が
買
収
し
て
い
る
。

　

経
営
受
託
会
社
は
創
業
者
一
族
と
経
営

陣
が
所
有
す
る
が
、
こ
れ
も
L
L
C
形
態

で
、
非
公
開
を
貫
く
方
針
だ
。
経
営
陣
は

全
神
経
を
果
樹
園
の
毎
日
に
集
中
す
る
必

要
が
あ
り
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
な
ど
に
割

く
時
間
的
余
裕
が
な
い
。
ま
た
、
配
当
が

高
い
の
で
、
売
却
益
を
出
し
た
と
し
て
も
、

魅
力
あ
る
再
投
資
先
が
見
当
た
ら
な
い
。

果
樹
園
事
業
拡
大
に
再
投
資
す
る
の
が
順

当
だ
。

　

収
穫
し
た
実
の
処
理
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
を
行
う
会
社
や
、
輸
出
販
売
（
卸
）
会

社
は
、
前
述
し
た
が
、
果
樹
園
投
資
家
が

共
同
所
有
す
る
実
質
組
合
だ
。
組
合
は
コ

ス
ト
を
相
互
に
負
担
す
る
も
の
で
、
独
自

の
収
益
を
計
上
す
る
こ
と
を
目
標
と
せ
ず
、

本
事
業
の
一
切
の
収
益
は
果
樹
園
所
有
者

に
集
約
さ
れ
る
よ
う
意
図
さ
れ
て
い
る
。

　

果
樹
園
投
資
は
、
①
基
本
的
に
土
地
担

保
に
保
全
さ
れ
、
②
株
・
債
券
・
商
品
相

場
な
ど
と
は
非
連
動
資
産
ク
ラ
ス
を
形
成

し
、
③
流
動
性
乏
し
く
、
事
業
に
無
関
心

な
純
粋
金
融
投
資
家
の
参
入
を
排
除
し
、

④
極
め
て
高
利
回
り
な
こ
と
、
⑤
生
産
者

は
ご
く
少
数
で
あ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
の
よ
う
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に
商
品
先
物
市
場
が
な
く
、
投
機
家
を
排

除
で
き
る
こ
と
、
⑥
生
産
可
能
地
域
が
限

定
さ
れ
、
資
本
力
、
経
営
力
も
必
要
な
こ

と
か
ら
、
新
規
参
入
障
壁
が
高
い
こ
と
、

⑦
生
産
者
間
の
結
束
が
固
い
こ
と
、
⑧
発

展
途
上
国
の
中
産
階
級
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド

が
当
面
の
生
産
力
増
加
（
木
の
数
が
分
か

っ
て
い
る
の
で
掌
握
可
能
）
を
は
る
か
に

上
回
る
こ
と
─
を
評
価
す
る
投
資
家
に
好

ま
れ
る
。
こ
の
分
野
へ
の
投
資
家
は
、
長

期
投
資
と
配
当
受
領
が
目
的
で
、
同
じ
農

地
投
資
と
い
っ
て
も
、「
安
く
買
っ
て
高

く
売
る
」
こ
と
を
目
標
と
す
る
「
畑
地
買

収
」「
山
林
買
収
」
フ
ァ
ン
ド
な
ど
と
は

根
本
的
に
異
な
る
。

日
本
で
の
可
能
性

　

経
営
者
の
資
質
と
し
て
必
要
な
能
力
は

既
に
述
べ
た
が
、
最
重
要
な
も
の
は
「
大

地
、
水
、
太
陽
、
樹
木
、
人
間
の
共
同
作

業
を
成
り
立
た
せ
る
自
然
と
人
に
対
す
る

豊
か
な
愛
情
」
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
の

目
に
は
映
る
。
バ
ー
ト
は
こ
の
面
で
卓
越

し
た
経
営
者
で
あ
り
、
経
営
陣
の
チ
ー
ム

全
員
に
彼
の
経
営
理
念
が
浸
透
し
て
い
る
。

彼
は
、
大
卒
国
家
公
務
員
の
最
低
賃
金
よ

り
5
割
増
し
の
賃
金
を
従
業
員
に
払
い
、

ま
た
、
果
樹
園
内
に
社
宅
を
設
け
て
住
ま

わ
せ
て
い
る
。
こ
の
地
方
で
既
に
最
大
の

雇
用
者
と
な
る
と
同
時
に
、
好
待
遇
で
あ

る
こ
と
か
ら
従
業
員
の
忠
誠
心
も
士
気
も

高
い
。
彼
ら
の
果
樹
園
へ
の
愛
情
、
忠
誠

心
、
責
任
感
な
く
し
て
、
天
候
の
突
然
の

変
化
な
ど
に
対
応
で
き
な
い
が
、
そ
の
様

子
を
観
て
い
て
思
う
の
は
、
こ
の
仕
事
は

丹
精
込
め
た
作
業
を
積
み
重
ね
る
こ
と
の

で
き
る
日
本
の
農
民
に
、
極
め
て
向
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。

　

日
本
の
不
採
算
農
地
を
果
樹
園
に
転
換

し
、
高
収
益
農
業
を
築
く
に
は
、
日
本
に

適
合
す
る
種
の
開
発
（
ク
ル
ミ
の
一
種
で

あ
る
ピ
ー
カ
ン
に
は
可
能
性
あ
り
）
か
ら

始
ま
り
、
土
地
の
集
約
、
大
規
模
農
業
経

営
手
法
の
導
入
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
ろ

う
。
し
か
し
「
近
代
農
業
＝
公
開
株
式
会

社
化
」
と
い
う
よ
う
な
短
絡
的
な
発
想
は

無
用
だ
。
農
業
の
本
質
を
考
え
る
な
ら
ば
、

組
合
方
式
や
相
互
会
社
方
式
な
ど
、
一
見

非
近
代
的
な
経
営
形
態
の
方
が
適
合
し
て

い
る
。
筆
者
は
そ
こ
に
、
日
本
の
農
業
経

営
の
現
状
を
完
全
に
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
そ
の
基
盤
を
活
か
し
た
新
し

い
経
営
形
態
へ
の
移
行
と
、
そ
れ
が
導
き

出
す
豊
か
な
農
村
の
形
成
を
展
望
す
る
。


